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第 1章　平成30年７月豪雨の概要

第１章　平成３０年７月豪雨の概要

　第 1 節　気象概要
 

１　気象概要

　平成 30 年７月豪雨は、西日本から東海地方
を中心に、広範囲の多くの観測点で観測史上
１位を更新する記録的な大雨となり、この期間

（７月上旬）の降水量は過去の豪雨災害と比べて、
極めて大きなものであった。
　その要因としては、以下のことが考えられる。
非常に発達したオホーツク海高気圧と日本の南
東に張り出した太平洋高気圧が形成され、その
気圧配置が維持されたため、梅雨前線が西日本
付近に停滞した。東シナ海付近において対流活

動が活発となり、水蒸気を多く含む空気が南西
風により西日本へ流れ込んだ。さらに、太平洋
高気圧の勢力が日本の南東側で強まったため、
日本の南海上で南風が強まり、水蒸気を多く含
む空気が太平洋高気圧の縁に沿って西日本へ多
量に流れ込んだ。これらの２つの気流が西日本
付近で合流し梅雨前線に向かって極めて多量の
水蒸気が流れ込み続けたため、前線の活動が非
常に活発となり、西日本を中心に長期間かつ広
範囲で記録的な大雨をもたらした（下図参照）。

地上天気図及び気象衛星赤外画像

平成 30年７月豪雨の気象概要図
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第 1章　平成30年７月豪雨の概要

地上天気図及び気象衛星赤外画像 レーダー画像
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第 1章　平成30年７月豪雨の概要

２　気象警報等

　岡山地方気象台は、７月４日から 13 日まで
の間、台風第７号から変わった低気圧や梅雨前
線に伴う大雨と洪水により警報、注意報を発表
し、６日 19 時 39 分、県内の 11 市町村に初め
て大雨特別警報を発表した。その後も大雨特別

警報の発表地域は拡大し、最終的には備前市、
赤磐市、和気町を除く県内 24 市町村に発表し
た。なお、小田川の堤防仮復旧までの間、倉敷
市と総社市には洪水警報を発表していた。

７月５日から６日

７月３日から５日
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第 1章　平成30年７月豪雨の概要

７月７日から９日 ３　土砂災害警戒情報

　県と岡山地方気象台が共同で発表する土砂災
害警戒情報については、７月５日 17 時に第１
号を真庭市、津山市、鏡野町に発表し、その後
県内各地で土砂災害の危険性が高まったことか

７月５日から８日 県・岡山地方気象台共同発表

ら、６日 23 時 15 分に県内全ての市町村に発表
した。発表した情報は、８日 13 時 50 分までに
全て解除した。
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号数 発表日時 概　要

１
７月４日 

16 時 40 分

５日から７日頃にかけて、 梅雨前線が日本付近に停滞し、 この前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込むため、
前線の活動が活発となる見込み。 ５日朝から局地的に雷を伴った激しい雨が降り、 ７日頃にかけて大雨となるおそれ。
土砂災害、 低い土地の浸水、 河川の増水に注意 
５日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 40 ミリ 
４日18 時から５日18 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 80 ミリ、 北部 100 ミリ、 その後も、 降水量は増える見
込み

２
７月５日 

5 時 53 分

梅雨前線が日本付近に停滞し、 この前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込むため、 前線の活動が活発とな
る見込み。 ５日朝から局地的に雷を伴った激しい雨が降り、 ７日頃にかけて大雨となるおそれ。 土砂災害、 低い土地の
浸水、 河川の増水に注意 
５日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 40 ミリ 
６日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 40 ミリ 
５日６時から６日６時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 150 ミリ、 北部 150 ミリ、 その後も、 降水量は増える見
込み

３
７月５日 

14 時 45 分

梅雨前線が日本付近に停滞し、 この前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んでいるため、 前線の活動が活
発。 ６日昼前にかけて局地的に雷を伴った激しい雨の降るおそれ。 ６日明け方にかけて土砂災害に警戒。 浸水害や河
川の増水にも注意 
５日から６日にかけて予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 40 ミリ 
５日12 時から６日12 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 150 ミリ、 北部 150 ミリ、 その後も、 降水量は増える
見込み

４
７月５日 

17 時 16 分

梅雨前線が日本付近に停滞し、 この前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んでいるため、 前線の活動が活
発。 ６日昼前にかけて局地的に雷を伴った激しい雨の降るおそれ。 土砂災害警戒情報が発表されている市町村がある。
土砂災害に厳重に警戒。 また、 浸水害、 河川の増水や氾濫に警戒 
５日から６日にかけて予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 40 ミリ 
５日18 時から６日18 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 150 ミリ、 その後、 ６日18 時から７日18 時
までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 100 から150 ミリ

５
７月５日 

23 時 45 分

梅雨前線が日本付近に停滞し、 この前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んでいるため、 前線の活動が活
発。 ６日昼前にかけて局地的に雷を伴った激しい雨の降るおそれ。 土砂災害に厳重に警戒。 浸水害、 河川の増水や氾
濫に警戒。 現在、 土砂災害警戒情報が発表されている市町村や指定河川洪水予報が発表されている河川がある 
６日にかけて予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 40 ミリ 
６日０時から７日０時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 180 ミリ、 その後、 ７日０時から８日０時までの
24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 100 から150 ミリ

第 1章　平成30年７月豪雨の概要

４　府県気象情報

　岡山地方気象台は、台風第７号及び梅雨前線に伴う大雨等の注意喚起を行うとともに、警報、注
意報を補完するため岡山県気象情報を発表した。台風第７号に関する岡山県気象情報は７月２日の
第１号から４日の第６号まで、梅雨前線に関する岡山県気象情報は７月４日の第１号から９日の第
21 号まで（記録的な大雨に関する岡山県気象情報を含む）発表し、刻一刻と変わる気象状況を伝えた。

号数 発表日時 概　要

１
７月２日 

17 時 00 分
台風第７号は４日未明から明け方に岡山県に最も接近する見込み

２
７月３日 

6 時 05 分

３日６時から４日６時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 80 ミリ、 北部 100 ミリ、 その後４日６時から５日６時までの
24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 から100 ミリ 
３日から４日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 30 ミリ

３
７月３日 

11 時 30 分

３日夜から４日朝にかけて激しい雨が降り、 大雨となるおそれ。 土砂災害や浸水害、 河川の増水に注意 
３日12 時から４日12 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 80 ミリ、 北部 100 ミリ、 その後４日12 時から５日12 時
までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともおよそ 50 ミリ 
３日から４日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 30 ミリ

４
７月３日 

16 時 45 分

３日夜遅くから４日朝にかけて激しい雨が降り、 大雨となるおそれ。 土砂災害や浸水害、 河川の増水に注意 
３日18 時から４日18 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 80 ミリ、 北部 100 ミリ、 その後４日18 時から５日18 時
までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともおよそ 50 ミリ 
３日から４日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 30 ミリ

５
７月４日 

5 時 35 分

台風は、 現在岡山県に最も接近している。 ４日朝にかけて激しい雨が降り、 大雨となるおそれ。 土砂災害や浸水害、 河
川の増水に注意 
４日６時から５日６時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 ミリ 
４日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 30 ミリ

６
７月４日 

11 時 25 分
台風第７号は、今後、 勢力を弱めながら日本海を北東進し、 温帯低気圧に変わる見込み。 台風は、 岡山県から遠ざかっ
たが、 大気の状態が不安定

平成 30年　台風第７号に関する岡山県気象情報

大雨に関する岡山県気象情報

号数 発表日時 概　要

６
７月６日 

6 時 15 分

西日本に停滞する梅雨前線に向かって、 南から暖かく湿った空気が流れ込んでいるため、 ７日にかけて大気の状態が
非常に不安定。６日夕方から７日朝にかけて局地的に雷を伴った非常に激しい雨が降り続き、記録的な大雨となるおそれ。
土砂災害に厳重に警戒。 浸水害、 河川の増水や氾濫に警戒。 現在、 土砂災害警戒情報が発表されている市町村や指
定河川洪水予報が発表されている河川がある 
６日から７日にかけて予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 ミリ 
６日６時から７日６時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 200 ミリ、 その後、 ７日６時から８日６時までの
24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 100 から150 ミリ

７
７月６日 

11 時 15 分

西日本に停滞する梅雨前線に向かって、 南から暖かく湿った空気が流れ込んでいるため、 ７日にかけて大気の状態が
非常に不安定。 ６日夕方から７日朝にかけて局地的に雷を伴った非常に激しい雨が降り、 記録的な大雨となるおそれ。
土砂災害に厳重に警戒。 浸水害、 河川の増水や氾濫に警戒。 現在、 土砂災害警戒情報を発表している市町村がある 
６日から７日にかけて予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 ミリ 
６日12 時から７日12 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 200 ミリ、 その後、 ７日12 時から８日12 時
までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 から100 ミリ

８
７月６日 

16 時 40 分

西日本に停滞する梅雨前線に向かって、南から暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常に不安定。 このため、
７日朝にかけて局地的に雷を伴った非常に激しい雨が降り、 記録的な大雨となるおそれ。 現在、 土砂災害警戒情報を
発表している市町村や指定河川洪水予報を発表している河川がある。 土砂災害、 河川の増水や氾濫に厳重に警戒。 浸
水害にも警戒 
６日から７日にかけて予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 ミリ　 
６日18 時から７日18 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 200 ミリ、 その後、 ７日18 時から８日18 時
までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 から100 ミリ

号数 発表日時 概　要

10
７月６日 

20 時 56 分

現在、 岡山県に大雨特別警報を発表。 これまでに経験したことのないような大雨となっているところがある。 今後も大気
の状態が非常に不安定となるため、 ７日朝にかけて局地的に雷を伴った非常に激しい雨の降るおそれ。 土砂災害、 浸
水害、 河川の増水や氾濫に最大級の警戒を 
６日から７日にかけて予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 ミリ 
６日 21時から７日 21時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 150 ミリ

11
７月６日 

23 時 32 分

現在、 岡山県に大雨特別警報を発表。 これまでに経験したことのないような大雨となっているところがある。 今後も大気
の状態が非常に不安定となるため、 ７日朝にかけて局地的に雷を伴った非常に激しい雨の降るおそれ。 土砂災害、 浸
水害、 河川の増水や氾濫に最大級の警戒を 
７日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 50 ミリ 
７日０時から８日０時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部とも 150 ミリ

12
７月７日 

6 時 10 分

現在、 岡山県に大雨特別警報を発表。 これまでに経験したことのないような大雨となっているところがある。 今後も大
気の状態が非常に不安定となるため、 ７日昼前にかけて局地的に雷を伴った非常に激しい雨の降るおそれ。 土砂災害、
浸水害、 河川の増水や氾濫に最大級の警戒を 
７日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部 40 ミリ、 北部 50 ミリ 
７日６時から８日６時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 150 ミリ、 北部 200 ミリ

13
７月７日 

11 時 18 分

現在、 岡山県に大雨特別警報を発表。 これまでに経験したことのないような大雨となっているところがある。 大気の状
態が非常に不安定なため、 ７日昼過ぎにかけて局地的に雷を伴った激しい雨の降るおそれ。 土砂災害、 浸水害、 河川
の増水や氾濫に最大級の警戒を 
７日に予想される１時間降水量は、 多い所で南部 30 ミリ、 北部 30 ミリ 
７日12 時から８日12 時までの 24 時間降水量は、 多い所で南部 60 ミリ、 北部 80 ミリ

号数 発表日時 概　要

９
７月６日 

19 時 42 分
大雨特別警報を発表。 岡山県では、 これまでに経験したことのないような大雨となっている。 最大級の警戒を

記録的な大雨に関する岡山県気象情報

大雨と突風及び落雷に関する岡山県気象情報

大雨と突風及び落雷に関する岡山県気象情報
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号数 発表日時 概　要

14
７月７日 

15 時 30 分

15 時 10 分に大雨特別警報を解除 
７月５日２時からの総降水量が 400 ミリを超え、 記録的な大雨。 激しい雨の降るおそれはなくなったが、 これまでの大雨
により地盤の緩んだ状態が続く見込み。 ８日昼前にかけて土砂災害に厳重に警戒。 また、 河川の水位も高い状態が続
いている。 ７日夜遅くにかけて河川の増水や氾濫にも厳重に警戒 
７日18 時から８日18 時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともに 50 ミリ

15
７月７日 

23 時 25 分

７月５日２時からの総降水量が 400 ミリを超える記録的な大雨となっている所がある。 これまでの大雨により地盤の緩ん
だ状態が続く見込み。 ８日昼前にかけて土砂災害に厳重に警戒。 また、 河川の水位も高い状態が続いている。 ８日に
かけて河川の増水や氾濫にも厳重に警戒 
８日０時から９日０時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともに 50 ミリ

16
７月８日 

5 時 55 分

西日本付近に停滞する梅雨前線の影響で、 ７月５日２時からの総降水量が 450 ミリを超える記録的な大雨となっている
所がある。 このため、 地盤がかなり緩んでいる所がある。 ８日昼前にかけて土砂災害に厳重に警戒。 また、 氾濫が発
生している河川がある。 ９日にかけて河川の増水や氾濫にも厳重に警戒 
８日６時から９日６時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともに 40 ミリ

17
７月８日 

11 時 30 分

梅雨前線の影響で、 ７月５日２時からの総降水量が 450 ミリを超える記録的な大雨となっている所がある。 このため、
地盤がかなり緩んでいる所がある。 ８日夕方にかけて土砂災害に厳重に警戒。 また、 氾濫が発生している河川がある。
９日にかけて河川の増水や氾濫にも厳重に警戒 
８日12 時から９日12 時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともに 40 ミリ

18
７月８日 

16 時 50 分

西日本付近に停滞する梅雨前線は、 日本海に北上し活動が弱まる見込み。 今までに降った雨により地盤の緩んでいる
所があるため、 ８日夜遅くにかけて土砂災害に警戒。 また、 氾濫が発生している河川がある。 10 日にかけて河川の増
水や氾濫にも厳重に警戒 
８日18 時から９日18 時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともに 20 ミリ

19
７月８日 

23 時 21分

西日本付近に停滞する梅雨前線は、 日本海に北上し活動が弱まる見込み。 ７月５日２時からの総降水量が 450 ミリを超
える記録的な大雨となっている所がある。 引き続き、 河川の増水や氾濫に厳重に警戒。 また、９日明け方まで土砂災害
に警戒 
９日０時から10 日０時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部、 北部ともに 20 ミリ

20
７月９日 

5 時 38 分

日本海まで北上した梅雨前線は、 今後活動が弱まる見込み。 ７月５日２時からの総降水量が 450 ミリを超える記録的な
大雨となっている所がある。 引き続き、 河川の増水や氾濫に厳重に警戒。 また、 ９日昼前まで土砂災害に注意 
９日６時から10 日６時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部５ミリ、 北部 10 ミリ

21
７月９日 

11 時 18 分

７月５日２時からの総降水量が 450 ミリを超える記録的な大雨となっている所がある。 引き続き、 河川の増水や氾濫に厳
重に警戒 
９日12 時から10 日12 時までに予想される 24 時間降水量は、 多い所で南部 30 ミリ、 北部 30 ミリ

第 1章　平成30年７月豪雨の概要

大雨に関する岡山県気象情報 　第２節　観測状況

１　降雨の状況（７月５日から７日）

　７月５日は、梅雨前線が中国地方を南下し、
県内では７月の日降水量の極値を観測するアメ
ダス地点があるなど大雨となった。５日夜には
前線は瀬戸内付近まで南下し、県内の雨は小康
状態となったが、６日は再び前線が北上し、中
国地方に停滞したため朝から雨が降り続き、６
日後半から７日前半にかけ顕著な上空の気圧の
谷の接近により、前線活動が活発化して、県内
では記録的な大雨となった。６日夜には、岡山

地方気象台は県内 24 市町村に大雨特別警報を
発表した。上空の気圧の谷が東に進むとともに、
雨域も東へ移動し、７日昼前には県内から強い
雨の領域は抜けた。 
  ７月５日から７日までの３日間の降水量は、
鏡野町富で 453.0 ミリ、同じく鏡野町恩原で
443.5 ミリを観測したほか、県内の多くのアメ
ダス地点で 300 ミリを超えた。また、48 時間
降水量では統計期間が 10 年以上の県内アメダ
ス 24 地点のうち、19 地点で極値を観測した。

２　観測記録（降水量）

（1）各日の最大１時間降水量（７月５日から７日） 単位：mm
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第 1章　平成30年７月豪雨の概要

（2）期間降水量（７月５日から７日） 単位：mm 期間降水量（７月５日から７日）単位：mm
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第 1章　平成30年７月豪雨の概要

※ ）：統計を行う対象資料が許容範囲内で欠けていますが、上位の統計に用いる際は一部の例外を除いて原則として正常値と同等に扱います（準正常値）。

※ ）：統計を行う対象資料が許容範囲内で欠けていますが、上位の統計に用いる際は一部の例外を除いて原則として正常値と同等に扱います（準正常値）。	
　 ］：統計を行う対象資料が許容範囲を超えて欠けています（資料不足値）。					   

（3）極値更新（統計期間：６月 28 日から７月８日）
 ※「これまでの最大値」に記す降水量は、2008 年３月 25 日までは最小単位が１mmで、小数点以下の統計値は本来ありませんが、本項では便宜上小数点を付しています。

３時間降水量

６時間降水量

12 時間降水量

24 時間降水量

48 時間降水量
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第 1章　平成30年７月豪雨の概要

※ ］：統計を行う対象資料が許容範囲を超えて欠けています（資料不足値）。

（4）降水量グラフ

降水量グラフ（新見）

降水量グラフ （高梁）

降水量グラフ（倉敷）

降水量グラフ（岡山）

72 時間降水量

日降水量
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（5）アメダス配置図

（1）水位観測所配置図
 　７月５日時点で県内に設置されていた水位観測所は、次のとおりである。
　「おかやま防災ポータル」等で水位の提供を行うとともに、県災害対策本部、水防本部等で水位情
報を収集した。
　今回の豪雨で、多くの箇所で氾濫危険水位を超える水位を観測した。

３　河川の水位状況等

第 1章　平成30年７月豪雨の概要
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（2）氾濫危険水位を超えた水位観測所
ア　県管理河川
　県管理河川においては、吉井川水系６河川７観測所、旭川水系２河川６観測所、高梁川水系３
河川９観測所、笹ヶ瀬川水系２河川３観測所、倉敷川水系１河川１観測所、里見川水系１河川１
観測所、合わせて６水系 15 河川 27 観測所で氾濫危険水位を超過した。

（3）河川の水位状況
ア　県管理河川
　県管理河川の水位は、降雨の状況を反映し、７月５日から６日と６日から７日の２つの山がで
きる箇所が多く、ほとんどの箇所で６日から７日の間にピークを迎えた。

イ　国管理河川
　国管理河川においては、３水系６河川８観測所で氾濫危険水位を超過した。

ピーク時水位は 10 分水位での観測値としている。
ピーク時水位（　）の数値は氾濫危険水位との差分を示している。
※広瀬水位観測所では、河川の氾濫により水位計が流失し、12.89 ｍとなったところで欠測となった。実際の最高水位はさらに高いと推測される。

ピーク時水位は 10 分水位での観測値としている。
ピーク時水位（　）の数値は氾濫危険水位との差分を示している。

県管理河川

下牧水位観測所　　　　　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面

国管理河川

笹ヶ瀬水位観測所　　　　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面

第 1章　平成30年７月豪雨の概要
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イ　国管理河川
　国管理河川の水位は、県管理河川と同様に、降雨の状況を反映し、７月５日から６日と６日か
ら７日の２つの山ができる箇所が多く、ほとんどの箇所で６日から７日の間にピークを迎えた。

ア　陸閘

※国土交通省中国地方整備局
　「中国地方整備局管内の出水概況」より
　（http://www.cgr.mlit.go.jp/emergency/syussui.htm）

彦崎水位観測所　　　　　　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面

吉井川津瀬水位観測所　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面 旭川下牧水位観測所　　　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面

小田川矢掛水位観測所　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面

金光水位観測所　　　　　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面

塚角水位観測所　　　　　　　　　　　　TP ： 東京湾平均海面

（4）陸閘・水門等の操作状況
　道路などによる堤防の開口部を出水時に閉鎖するための陸閘や、河川からの逆流防止などの目的
で設置されている水門等の操作状況は次のとおりであった。

（例）道路横断陸閘 （例）道路横断陸閘

（例）小規模な陸閘（例）小規模な陸閘

第 1章　平成30年７月豪雨の概要

（国・市町村管理河川にある陸閘）

（県管理河川にある陸閘）
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（例）小規模水門・樋門

（例）排水機場

（例）防潮水門

（1）ダム位置図
 　県には三大水系として、東から吉井川・旭川・高梁川があり、土木部では 12 ダムを管理している。
ゲート操作が必要な４ダムについては、ダム名を赤囲いしている。
※千屋ダムは、「異常洪水時防災操作」の放流時のみゲート操作を行う。

４　ダムの状況

位置図

第 1章　平成30年７月豪雨の概要

イ　水門等

（河川管理施設）
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平成 30年７月豪雨におけるダムの洪水調節

河本ダム上流域での降雨状況

旭川ダム上流域での降雨状況 旭川ダム流入状況及び放流状況

河本ダム流入状況及び放流状況

河本ダム下流水位低減効果（川合橋水位観測所） 河本ダム下流水位低減効果（川合橋水位観測所）

第 1章　平成30年７月豪雨の概要

（2）ダムの洪水調節
　河本ダムは、最大流入時 877㎥ /s に対し、
253㎥ /s をダムに貯留し、全体で約 563 万㎥を
ダムに貯留する洪水調節を行った。旭川ダムは、
最大流入時 2,974㎥ /s に対し、571㎥ /s をダム
に貯留し、全体で約 2,266 万㎥をダムに貯留す

る洪水調節を行った。
　なお、河本ダムでは洪水調節容量を使い切り、
ダムへの流入量と同程度までダム放流量を合わ
せていく異常洪水時防災操作に移行した。これ
は、土木部管理開始以来、初めてのことである。
　詳細は次のとおりである。

流域平均雨量

千屋ダム、高瀬川ダム、
河本ダム、湯原ダム、
旭川ダム、八塔寺川ダム

ダム地点雨量

三室川ダム、鳴滝ダム、
竹谷ダム、河平ダム、
津川ダム、楢井ダム
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（3）水位低減効果
ア　新見４ダム（河本ダム、高瀬川ダム、三室川ダム、千屋ダム）の長屋地点水位低減効果
　68cm（推定：流量にして 424㎥ /s）の水位低減効果があった。

イ　旭川ダム・湯原ダムの下牧地点水位低減効果
　123cm（推定：流量にして 1,092㎥ /s）の水位低減効果があった。

新見４ダム長屋地点水位低減効果

旭川ダム・湯原ダムの下牧地点水位低減効果

新見４ダム長屋地点水位低減効果

旭川ダム・湯原ダムの下牧地点水位低減効果

旭川ダム下流水位低減効果（牧山水位観測所） 旭川ダム下流水位低減効果（牧山水位観測所）

湯原ダム上流域での降雨状況 湯原ダム流入状況及び放流状況

湯原ダム下流水位低減効果（湯原大橋） 湯原ダム下流水位低減効果（湯原大橋）

第 1章　平成30年７月豪雨の概要
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復興が進む倉敷市真備町（令和元年11月21日）

復興に向けて ①


